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・体験入学講座「折り紙にまつわる数学」2022年7月16日(土)  開講（本校山岸弘幸准教授と合同）
この講座の中で数学に関心を持つ中学生向けに講演を行い，正多面体の性質（オイラーの多面体定
理）の
紹介からスタートして，その性質の一般化，多面体と滑らかな図形（リーマン面）の間の位相不変
量の紹介を行なった。さらにその背後にあるホモロジー群の概念や，現代におけるホモロジー群の
活躍を紹介して，現代の数学が社会においてどのように活用されているか，工学と数学の接する最
前線の一端を紹介した。

 研究実績の概要

[1] 代数的整数論，特に保型形式に付随するガロア表現の研究
本研究では昨年度に引き続き，総実代数体の絶対ガロア群の，保型形式に付随するガロア表現の変
形に関する研究を行なった。特に本年度は，ガロア表現の変形の局所的な構造のうち，幾何的
（crystalline）とは限らない通常（ordinary）表現の変形について研究し，行列式の変形を許した
場合の（即ち岩澤代数上の）枠付普遍変形環についての結果を得た。これはHidaの大きなガロア表
現の変形族の局所的な構造を捉えるために有効であると考えられるため，本研究にとっては有意義
な前進であったといえる。他方，その枠付普遍局所変形環の次元とformally smooth になるための
条件を特定し切ることが出来なかったため，本研究に関する学術論文は年度内に完成させることが
出来なかった。本研究を継続し，早期に学術論文として完成させることが今後の目標である。
[2]応用数学の総合的な研究
本年度は統計学や微分方程式，及びそれらに関連する分野の知見を広げることを目的に継続的に学
習を実施した。特に，研究代表者の専門分野の一つである代数幾何学と統計学との関連を調べるた
めに『代数幾何と学習理論』（渡辺澄夫著，森北出版）や関連する文献を精読した。また微分方程
式に関連する内容では，演算子法を代数幾何学の枠組で捉えるために，導来圏やFourier-Mukai変換
についての基礎文献を調査した。 演算子法とD-加群やFourier-Mukai変換との関連について，引き
続き調査研究を行なっていきたい。
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